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1. 2025年3月期第1四半期の連結業績（2024年4月1日～2024年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年3月期第1四半期 843 △8.7 5 △79.1 33 △33.1 20 △38.2

2024年3月期第1四半期 924 △4.9 24 △56.9 49 △35.0 33 △34.0

（注）包括利益 2025年3月期第1四半期 20百万円 （△38.2％） 2024年3月期第1四半期 33百万円 （△34.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2025年3月期第1四半期 4.11 ―

2024年3月期第1四半期 6.64 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年3月期第1四半期 8,058 5,000 62.0 982.81

2024年3月期 9,237 5,040 54.6 990.71

（参考）自己資本 2025年3月期第1四半期 5,000百万円 2024年3月期 5,040百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00

2025年3月期 ―

2025年3月期（予想） 0.00 ― 12.00 12.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2025年 3月期の連結業績予想（2024年 4月 1日～2025年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,765 △9.1 212 △3.7 287 1.3 203 11.8 40.05

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有

の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更に関する注記）」を
ご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年3月期1Q 5,500,000 株 2024年3月期 5,500,000 株

② 期末自己株式数 2025年3月期1Q 412,326 株 2024年3月期 412,326 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年3月期1Q 5,087,674 株 2024年3月期1Q 5,087,674 株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復傾向にあるものの、業種や地域によって二極化

が進みました。また可処分所得の減少が止まらず先行きは不透明な状況が続いております。

花き業界においては人流増加に伴い都市部におけるイベント需要やホテルなどの法人需要が高まりました。冠婚

葬祭の需要も回復し葬儀では主力のスプレー菊の他トルコキキョウ、カーネーション、アルストロメリアなど多種

多様な花が使われるようになりました。個人需要では若年層の購買が伸び、首都圏の専門店ではニュアンスカラー

系、染め系の花が若い世代に人気でした。

首都圏の需要は堅調であった一方で高齢者の割合が高い地方では消費の力強さを欠き、明暗の分かれる結果とな

りました。

花きの国内生産量は生産コストが高止まりしているため減少傾向が止まらず、輸入品も天候不順と円安の影響で

流通量の減少が続いておりますが、当社グループは生産者、流通業者、小売業者と協力して日本全国に花を供給で

きるように努めてまいります。

このような結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高843,681千円（前年同四半期比8.7％減）、営業利

益5,039千円（前年同四半期比79.1％減）、経常利益33,002千円（前年同四半期比33.1％減）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益20,890千円（前年同四半期比38.2％減）となりました。

なお、当社グループは花き卸売事業単一セグメントであるため、セグメント別の記載は行っておりません。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は8,058,572千円となりました。流動資産は前連結会計年度末に比

べ1,138,782千円減少し3,592,738千円、固定資産は前連結会計年度末に比べ39,984千円減少し4,465,834千円となり

ました。流動資産の主な内訳は、現金及び預金2,034,832千円、売掛金1,197,704千円、固定資産の主な内訳は建物

及び構築物2,438,474千円です。

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は3,058,341千円となりました。流動負債は前連結会計年度末に比

べ1,081,821千円減少し1,712,000千円、固定負債は前連結会計年度末に比べ56,784千円減少し1,346,341千円となり

ました。流動負債の主な内訳は、受託販売未払金1,009,966千円、固定負債の主な内訳は退職給付に係る負債

521,232千円、長期借入金329,650千円です。

純資産は前連結会計年度末に比べ40,161千円減少し5,000,230千円となりました。これは剰余金の配当61,052千

円、親会社株主に帰属する四半期純利益20,890千円の計上によるものです。

（キャッシュ・フローの状況）

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較

して168,584千円減少し2,134,208千円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

営業活動の結果使用した資金は、73,214千円（前年同四半期は346,079千円の増加）となりました。主な減少要因

は、仕入債務の減少1,139,130千円であり、主な増加要因は、売上債権の減少1,097,346千円によるものです。

投資活動の結果使用した資金は、19,943千円（前年同四半期は61,974千円の使用）となりました。減少要因は、

有形固定資産の取得による支出23,418千円、無形固定資産の取得による支出4,730千円であり、増加要因は貸付金の

回収による収入8,205千円によるものです。

財務活動の結果使用した資金は、75,426千円（前年同四半期は79,345千円の使用）となりました。これは主に長

期借入金の返済による支出72,492千円によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2024年7月31日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表いたしました通期の

連結業績予想に変更はありません。
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３

項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28

号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに

従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首から適

用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四半期連

結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

当社グループは、花き卸売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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